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今月のトピックス 

謹賀新年 
新年を迎えるにあたって役立ちそうな本をご紹介します。 

●『喜ばれるおせち料理とごちそうレシピ』 牛尾理恵/監修 朝日新聞出版 596.4 ヨ 

●『家庭画報のお正月しきたりと料理』 世界文化社 386.1 カ 

●『和モダン手づくり年賀状』 日賀出版社/編 日賀出版社 731ワ 

●『手軽につくれる水引アレンジBOOK』 長浦ちえ/著 ｴｸｽﾅﾚｯｼﾞ 594.9 ナ 

●『重曹でとことんお掃除術 エコな素材でピッカピカ』 ブティック社 597.9 シ 

 

つしま学び講座 『絵葉書から見る昔の津島』 

◆日時  １月２３日（土） 午後２時   

◆場所  図書館二階大集会室（事前申込は不要・無料） 

◆講師  園田俊介氏（図書館副館長） 

   
写真が貴重だった時代、津島神社や天王祭を見物するため当地を訪れた観光客は、記念に 
観光絵葉書を買い求めました。今回、図書館が所蔵する数多くの津島の絵葉書を紹介し、その 
内容について解説します。 

年末年始休み 

12月２9日（火）から1月3日（日）まで、休館します。 

返却は、本館返却ポスト、もしくは津島駅構内（津島総合案内所） 

の返却ポストまでお願いいたします。 

なお、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオは破損の恐れがありますので、 

ポストへの投函はご遠慮ください。 

 

図書館新館オープン・アーカイブス 

「ポスターコンクール・写生大会画展」 

（2000年 10月開催・12月表彰式） 
 

◆場所 １階展示コーナー ＊好評開催中 

16年前の2000年（平成12年）11月 3日、現在の場所に当館がオープンしました。その

開館を記念してポスターコンクールと写生大会が行われ、3日間で約 70 名以上の小・中学生が

参加してくれました。当時の子どもたちは、どんな図書館になると期待しながら絵を描いてくれ

たのでしょうか。当図書館で大切に保管してある数々の作品をあらためて展示いたします。 

 



 
新 着 図 書 

『１００歳が聞く１００歳の話』 

日野原 重明／聞き手 実業之日本社 720.2/ヒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

 
休館日 

２６日（火）（毎月第４火曜日） 

 

 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『西洋異形大全』ｴﾄﾞｩｱｰﾙ･ﾌﾞﾗｾﾞｰ/著 ←吸血鬼などの起源や歴史等を知り得る学術的資料性の高い一冊。 

『フェルメール生涯の謎と全作品』大友義博/監修 ←日本でも大人気のﾌｪﾙﾒｰﾙ全作品の紹介や生涯を解説。 

『若冲百図』小林忠/監修 ←生誕三百年を記念して代表作と優品を掲載。研究者による論考や対談も収録。 

『たらふくつるてん』奥山景布子/著 ←「江戸落語の始祖」と呼ばれた男の謎に満ちた生涯を描く長編小説。 

『４０歳からの女性のからだと気持ちの不安をなくす本』吉野一枝/著 ←改善作を具体的な方法で提案。 

『日本料理店のお弁当』平井和光ほか/著 ←松花堂弁当からおせちまでの盛り込み例と作り方を紹介。 

『「身体」を忘れた日本人』養老孟司ほか/著 ←都市生活で衰えた日本人の身体をテーマにした対談集。 

『生命の星の条件を探る』阿部豊/著 ←「地球以外に生命の星はあるのか」について大胆な仮説から迫る。 

『生還者』下村敦史/著 ←ヒマラヤ山脈で亡くなった兄のｻﾞｲﾙが切断されていた?!著者山岳ﾐｽﾃﾘｰ３作目。 

『人生の道しるべ』宮本輝･吉本ばなな/著 ←20年ぶりに再会した２人が「幸せ」を見つける智恵を語る。 

 

2015年 10月４日に１０４歳の誕生日を迎えた医師、日野原

重明氏。今なお現役の医師として働くほか、講演会や執筆活動、

テレビ出演など、日々忙しく活躍されています。 

同じように、長寿で活躍されている（されていた）美術家たち

５人と日野原氏が、人生哲学から健康法まで、歳を重ねた今だか

らこそわかる人生の真実を語ります。人生の大先輩たちが紡ぎだ

す味わい深い言葉の数々をどうぞご堪能ください。 


